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1. 地域活動離れはなぜ起きる

人任せの人が増えている

なぜ、近所づきあいがなくても何とかやっていけるのか


←　制度やお金で問題を解決する
近代という時代の特徴


資本主義、法治主義

人任せにしない・人のせいにしないまちづくりを進めるには、どうすればいいか
自治・自律・主体性

2. できることをできる人ができるときに

文句を言ったり、人のせいにしていても、物事は前に進まない

創造的にものごとを考え、進めていく

お客様をつくらない　←→　世話をすればするほど「お客様」は増える


会合でお茶をこぼした人への対応

ちょっとしたお手伝いを頼める人を増やす


どんな技能や経験を持った人かを把握し、上手に頼む

一人ひとりの力は小さいけれど　→　集まれば大きな力に


ネットワーク・つながりの大切さ　＝　協働

3. つながりは呼びかけから

つながりは「呼びかけ」から生まれる

呼びかける場所　＝　交流の場

世界規模の呼びかけの場　＝　インターネット　WWW(World Wide Web)

強制しない・自発的につながる

呼びかける場　＋　主体性の高い人　→　ネットワーク
4. 交流の場づくり

地域でいろいろな人が定例的に集まり語り合う場


まちづくりラウンドテーブル・コミュニティ会議・まちづくり井戸端会議・つながりカフェ…

合意形成・意思決定を前提としない情報交換の場

気軽に楽しくまちづくり

ワークショップとの違い：　テーマやプログラムを設けない

世話役に頼るのではなく、みんなで盛り上げていく　→　主体性の高まり

人集めもみんなで分担する　←　口コミで広げる
課題が解決できればもうけもの

変革ではなく＋α
漢方薬のようにそのうちに効いてくる

主体性を取り戻すしかけ／　人のせいにしないまちづくり
5. 交流会と協議会
河内長野市

まちづくり交流会：　情報交換の「場」

まちづくり協議会：　意思決定や活動の「組織」
まちづくり円卓会議は？
「まちづくり円卓会議」が「まちづくり交流会」を催す

6. ゆるやかなネットワーク組織

EU（ヨーロッパ連合）は21世紀型のネットワーク組織：　単位組織を尊重したゆるやかな連帯
各国・各地域の主権を尊重しつつ、対等にゆるやかにつながる
公用語はすべての国の言葉
「批准」を前提

一斉に実施しない

小国の発言も大切にする

まちづくり円卓会議

新たなものにチャレンジ


できるところからはじめる


地域の総体として機能させる

連合自治会はしっかりとした組織として並立

7. [image: image1.wmf][image: image2.wmf]コミュニティと行政の関係を再考


団体ごとの補助金　→　一括交付金

地域担当（コミュニティ・スタッフ）

コミュニティ協議会
一括交付金をいかに活用するか

民主的手続きが求められる

長期ビジョンに基づいて運用
交付金の活用状況をどのように評価するか

情報公開によって社会的評価を受ける(事後評価)　←→　事前審査




行政の範囲








1

